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日本の看護：現在と将来
どのような職業も所属する社会の文化的背景や経済状況に基づいて機能し
ており、その機能は時代の変遷とともに進化するものだと思う。
現在、わが国では、154万人ほどの看護職が働いている。超高齢社会の日
本で、看護はこれからどのように進化してゆけば、社会によりよく貢献できるの
だろう。日本の医療は今後、医療経済的にも、人々のニーズによりよく対応す
るという意味でも、脱病院化が進み、在宅の場で展開されてゆくものと思われ
る。そのような今後の日本の社会で、看護師はどのような役割を担うことが求
められるか、そのためにどのような教育・研究が求められるか、考えてみたい。
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